





Copreciptation of Copper with Aluminium Hydroxide 
Tatsuo YONEKUBO 
The percentage of coprecipitation of copper with aluminium hydroxide， which was 
obtained by adding ammonium hydroxide to the mixed solutions of aluminium ions， cupric 
ions， and ammonium chloride， was measured jodometrically or polarographically. 
The influences of various factors， e.g. ， pH of the solutions， concentrations of the metallic 












2. 実 験 法
2. A試薬
銅標準溶液: 再結昌法によって精製した硫酸第二銅を用いて 1x10-2M および 1x10-3M 法液
を調製した口なおこの溶液を徴硫酸酸性に保った口
アルミニウム塩溶液: アルミニワム塩の特級品を用いて 1xl0-1M または lx10-2M 塩化アノレ
























lxl0-1M 塩化アノレミニウム 20ml，1 x 10-2M 硫酸第二銅 5ml(従ってアルミニウム対銅のモ
ノレ比は40)， 2M塩化アンモニウム10mlの混合溶液に水およびアンモニア水の適当量を加えて全
容を 100mlとして種々のpH値をもっ溶液をつくり， 湯浴上で10分間加温後， 250Cの恒温そう中
~L 8時間3)4)放置し，東洋炉紙 NO.5Aを用いてロ過した。乙のロ液lこ6N酢酸少量を加えて酸性
にしたのち，ヨワ素法によって液中に残存する銅量を求めて，銅共沈率を算出した。その結果を表
表1 銅の共沈率に対する pHの影響 1および図 1!乙示す口これによると水酸化アノレ
2 x 10-2M AIC1a. 5 x 10-4M CUS04， O.2M NH4Cl ミニウムに対する銅の共沈は pHの影響を著し
O.01N Na2S203 
I nD ~ .gJ. 1 ロ液pH 理論量 1.，.，. .r'-. ーナ一一一一l mf l滴定量|含銅率|共沈率
ml 箔|彪
5.77 I 4.68 3.08 65.8 34.2 
10.21 I 1/ 2.92 62.4 37.6 
8. 09 I /1 O. 30 6. 4 93. 6 





























































5 7 9 11 
pH 
図1 銅の共沈率に対する pHの影響
2 x 1O-2M AICla. 5 x 1O-4M CUSU4. 
0.2M NH4Cl. 250C， 8 hr 
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1 x 10-zM AIC13• 1. 5 x 10-4- 1. 5 x 10-3M CuSOu 
0.2M NH4Cl， pH=9. 1-9.2， 250C. 
o.00N NaZS203 
1X10-ZMI ê~s6";~ Iモjレ比IpH i理論量| ロI 液 l 昌 殿~1-'-..-u滴定量|含銅率共沈率滴定量|共沈率
m ml ml I 箔 1 労 ml I 搭
15J i6.719.10|14.0418.9363.6!36.4i4.43!31.6 
庁 I / 9.0ヴ I 1/ 9.14 i 65. 1 i 34.9 i 4.∞128.5 
10.0 I 10.0 i 9.11 I 9.36 6.02 ， 64.3 : 35. 7 i 3.08 ! 32.9 
11 1/ I 9.10 i ; 6.03 64.4 35.6 2.卯 I31. 0 
7.5 I 13.3 t 9.12' 7.02' 4.04 57.5 i 42.5 2.32 I 33.1 
/1 i 9.10: /1 • 4.10 • 58.4 i 41. 6 ' 2.却 I31. 3 
5.0 120.0 9.13 1 4.6812.48: 53.0 ! 47.0 i 
|γ9.11 I 庁 i2. 50 53. 4 I 46. 6 I 
2.5 ! 40.0 9.24 I 2.34i 0.82 : 35.0 I 65.0 
|庁 9.19 I 11 I O. 90 I 38.5 i 61. 5 : 
2.0 i 50.0 9.20! 1. 871 0.65 : 34.8 I 65.2 
! /1 9.191 1/ ~ 0.63! 33.7166.3 
1. 5 I 66.7 ! 9.却 11. 401 0.35 i 25.0 ! 75. 0 





















1 x lO-zM AICh， 1.5x 10-3- 1. 5 x 1O-4M CuS 
04，O.2MNH4CI， pH=9.1-9.2 
ニワム濃度一定のもとに，第二銅イオン濃度だけを
変化させるとき(1.5 x 10-3 --1. 5 x 10-4M)， 両金
145 
s 
(銅イオン濃度)X 104， mo1/1 
図3 銅イオン濃度と共沈率との関係
1 x 1O-2M AIC13， 1.5 x 10-3-1. 5 x 1O-4M CUS04， 










































(銅イオン濃度)X 104， rno1/1 
図5 銅の検量抑






















100mlビーカー中の 1x10-1M 塩化アノレミニワム 10ml， 1 x 10-2M 硫酸第二銅 10ml，2M塩
化アジモニウム 10ml，水60mlの混合溶液に 1Nア 100 
yモニア水10mlを加え，湯浴上で10分間加温，さら
に250C恒温そう中に 1---24時間放置後，メンブラシ ω 
ブイノレターを用いてロ過し，5M HCI0410ml !こ溶解洩
し， 0.2 % P AA 5 mlおよび水を加えて全容 50mlに呼 60
したものについて，ポーラログラムを求め，その波高荒4J/
から各時間内に，水酸化アルミニワムに対して共沈し時
た銅量を検量線，図 5によって求め，銅の共沈率の時 20 
間的変化をしらべた口その結果を図6に示すD
すなわち共沈率は熟成時間の経過とともに次第に増
大するが，漸次その増加が緩やかとなり 6時間以上 時間 hr
図6 共沈率の経時変化
経過するとほぼ一定値に達した口水酸化アノレミニワム 1 x 1O-2M A1C13， 1 X 10-3M CuSOむ
























(アJレミニウムイオン濃度)X 104， moljl 
図7 アノレミニウムイオン濃度の共沈率
1 X 1O-4M CUS04， 7.4 X 10-4-5. 55 X 1O-3M 
A12(S04)3， 0.2M NH4Cl， pH=7.5 
Tこ。すなわち 1xl0-4M硫酸第二銅，0.2M塩化ア yモニワム， pH=7.5のもとに硫酸アノレミニワ







を変化させるとき，共沈率がどのよう 表3塩化アンモニウム濃 100 
度と共沈率との閃i系
3.7xlO-3M AICb・ 1x 10-4214 
50ml容の遠心沈殿管内で O.lM塩化アノレミニワム 10ml，2N CUSU4， 0.2MNH~仁1 ， pH= 7. 
塩酸 10m!，1 N アγモニア，水 25mlを混合して，水酸化アノレミニワムの沈殿を生成させた。乙





別に 100mlピーカー中の 1x10-3M 硫酸第二銅25ml，2N塩化アンモニウム 10m!の混合溶液
に種々の量の水およびアyモニア水を加えて全容を 70m!にしたのち，上記探作で調製した水酸化
アノレミニワムの沈殿を水とともに流しこんで，全容 100mlの種々の pH値をもっ溶液をつくり，
「 湯浴上で10分間加温後， 250C 凶 !I日うヰlに8時間放置した
な影響をうけるかについてしらべた。
銅イオ γ濃度 1x10-4M， 硫酸アノレ 1 x 1O-
4M CUS04， 
3. 7xlO-3M AIC13， 
ミニワム濃度3.7x10-2M，pH =7の pH=7. 
もとに，臨化ア Yモニワム濃度を0.021草花子子玉ニウ一一ムl 共比率



















2.5 X 10-4九1CUSU4， (AIJj(CuJ 





Ix 10司馬!箔 xlO-3 箔
8.961 80.0， 38.8 61. 2 i 8胡.0149.4
10.17' 1臼.8178.9!21.11260.0¥ 15.3 
11. 01 198.01 96.0 1 4.0 I 82.01 4.8 
7.531 37.81 18.3 1 81. 7 11384.01 81. 4 
8. 49， 48.4 23. 5 I 76. 5 1230. 01 72. 4 
9.73， 158.0: 76.6 23.4 400.01 23.5 
10.43 1田 218981102i1664198
ロ液についての理論値;206. 3 x 10-3μA 






2.5 x 10-4M CUSU4' (AIJ/CCuJ 






































塩化アンモニウム，アンモニア71<.等を用1:'1て測定したコ第二銅イオシ濃度は1.0 x 10-4- 1. 5 x 10-3 





銅の共沈率は溶液の pHによって著しい影響をうけ，最大共沈率は pH7 --8の範囲にあらわれ
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